
 

日本共産党の紙智子衆議

員が、ビキニ事件の実態

解明と政府の見解を求め

る質問主意書を８月２日

に提出。このたび返され

た答弁書は、この３月18日高知県議会が全会一

致で決議した「ビキニ被爆の実態解明と公式見

解を国に求める」県民の声にも背を向け踏みに

じるもの。断じて認めるわけにはいかない。 

●厚労省研究班が推定した外部被ばく量は 1.12

㍉シーベルト。だが、本県が健康調査を依頼し

ている環境技術研究所元研究部長の田中公夫博

士の染色体分析での線量評価は、厚労省研究班

が例示した第七大丸においても、160～176㍉シ

ーベルト。 

また、岡山理科大豊田新応用物理学教授によ

る歯のエナメルでの線量評価で第5明賀丸は319

㍉シーベルトである。 

●これら研究者の研究報告に一切触れることも

なく、更に、本県がこの間、室戸、土佐清水、

高知市で行ってきた船員への聞き取り調査をも

一切無視する姿勢は、高江や沖縄県民の存在を

あたかもなき者として扱っている姿勢と共通す

る。漁船員の誇りと権利を守る闘いはここから。 

吉良富彦事務所855-9439愛宕商店街 

議会控室       823-9524 県議会内 
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法律･生活相談 無料

●９月８日(木)午後６時～８時  

●場所 愛宕商店街 吉良事務所 

●皿田幸憲弁護士(よつば法律事務所) 

問合せ：088-855-9439 
※毎月第2木曜日に開催。お気軽にご利用下さい。 


